
この
人に聞きました

「
人
と
環
境
と
の 

よ
り
良
い
関
係
を
創
造
す
る
」
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媛
製
紙
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式
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社
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式
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CN
カーボンニュートラル

紙のまちの
教えてく

ださい

Part 3

2021年２月に稼働を始
めたバイオマス発電設備
（定格出力16,800kW・
村松町）。建築廃材や
RPF、廃タイヤが燃料。

愛媛製紙株式会社
取締役　工場次長

熊本 武夫 さん

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の

合
理
化
等
に
関
す
る

法
律
」
い
わ
ゆ
る
「
省
エ
ネ
法
」

に
よ
り
、
当
社
の
よ
う
に
年
間

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が
多
い

事
業
者
は
、
毎
年
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
状
況
等
を
経
済
産
業
省

に
報
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
省
エ
ネ
の
結
果
に
応

じ
て
３
つ
の
ク
ラ
ス
に
分
け
ら

れ
、
優
良
事
業
者
は
Ｓ
ク
ラ
ス

と
し
て
同
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
さ
れ
ま
す
。
当
社
は
こ

の
制
度
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
現

在
ま
で
、
Ｓ
ク
ラ
ス
を
維
持
し

て
い
ま
す
。

　

当
社
が
使
用
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
多
く
は
、
石
炭
や
石
油

な
ど
の
化
石
燃
料
を
使
っ
た
発

電
設
備
か
ら
供
給
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
省
エ
ネ
を

続
け
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
こ

か
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
転
換
す
る

こ
と
が
必
要
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
政
府
が
発

表
し
た
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
宣
言
」
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
転
換
や
脱
炭
素
に
対
す
る
私

た
ち
の
意
識
を
変
え
る
、
大
き

な
追
い
風
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
に
完
成
し
た
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
設
備
は
、
省
エ

ネ
へ
の
貢
献
は
も
ち
ろ
ん
、
当

社
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
２
０
１
３

年
比
で
30
％
削
減
す
る
な
ど
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
大

き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

製
紙
産
業
は
「
循
環
型
産

業
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、

資
源
の
再
利
用
に
長
け
て
い
ま

す
。
当
社
で
製
造
し
て
い
る
段

ボ
ー
ル
原
紙
の
古
紙
配
合
率
は
、

99
％
を
超
え
て
い
ま
す
し
、
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
設
備
の
燃
料
の

ひ
と
つ
で
あ
る
Ｒ
Ｐ
Ｆ
（
廃
棄
物

固
形
燃
料
）
の
一
部
に
は
、
当

社
が
古
紙
を
再
生
す
る
際
に
発

生
し
た
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
や

繊
維
く
ず
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
近
年
製
紙
各
社
が

製
品
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
セ

ル
ロ
ー
ス
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー（
Ｃ

Ｎ
Ｆ
）
に
つ
い
て
当
社
で
は
、

こ
れ
ま
で
廃
棄
さ
れ
て
い
た
柑

橘
の
皮
を
原
料
と
す
る
こ
と
に

成
功
し
ま
し
た
。

柑
橘
王
国
愛
媛
で
は
、
年

間
約
５
千
㌧
に
も
及
ぶ

柑
橘
の
皮
が
廃
棄
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
社
が
愛
媛
県
や
愛
媛
大

学
な
ど「
オ
ー
ル
愛
媛
」で
開
発
・

製
品
化
し
た
「
柑
橘
由
来
の
Ｃ

Ｎ
Ｆ
」
は
、
柑
橘
の
皮
を
焼
却

処
分
す
る
際
に
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
２

を
削
減
で
き
る
、
環
境
に
も
人

に
も
優
し
い
新
た
な
天
然
材
料

で
す
。

「
人
と
環
境
と
の
よ
り
良

い
関
係
を
創
造
す

る
」
は
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
経

営
理
念
で
す
。
今
後
も
グ
ル
ー

プ
全
体
、
そ
し
て
オ
ー
ル
愛
媛

で
、
資
源
の
循
環
と
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。


